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１．調査の目的 

札幌市では冬期歩行者転倒事故がスパイクタイヤ禁止以降に急

増し，社会問題化している現状にある。特に，高齢者による転倒は

大きなケガに繋がることが多く，一度雪道で転倒すると，その後も

転倒を恐れ，自宅で過ごすことが多くなる傾向もみられる。外出機

会の減少は，身体機能の低下を招き，それらを理由に更に外出を控

えてしまう悪循環が発生することも想定される。 

そこで，ウインターライフ推進協議会（以下 WL 推進協議会）で

は，高齢者の冬期の活動性を高める手がかり（外出機会の創出）と

なる知見を提供することを目的に，性・年齢別，靴の滑りやすさや

スキー等の“滑り”に関わる運動経験の有無による季節別活動性や

転倒不安感の違い，対応策による冬期の屋外活動性の違いなどを把

握する雪道の歩行に関する実態調査を実施した。以下にその結果に

ついて報告する。 

２．調査方法 

札幌市民等を対象に，自己記入式による雪道歩行に関するアンケ

ート調査を実施した。調査方法等については以下の通りである。 

【調査日，場所】①平成 25 年 12 月 14 日(土)・21 日(土)・平成 26

年 1 月 11 日(土)，札幌駅前通地下歩行空間(WL 推進協議会イベン

ト実施会場) ②平成 26 年 1 月 20 日(月)，札幌市内の高齢者向け

の転倒予防教室 

【調査対象者】札幌市民及び札幌市内に来訪されている方 

【アンケート項目】1.外出頻度（夏冬比較） 

2.雪道歩行に対する自信（自己効力感； 

セルフエフィカシー（SE））〔-4～+4 ま 

での段階評価〕 3.冬の装身具 4.冬期 

の転倒頻度･転倒場所，通院経験 5.日 

常生活の行動内容 6.日常の運動内容･ 

頻度（夏冬比較） 7.幼少時の外遊び経 

験（夏冬比較） 8.属性 等 

３．結果 

アンケート回答者数は，会場①での歩行空間利用者（一般参加者）

が 100 名，「札幌歩こう会」が 21 名，会場②の参加者が 29 名であっ

た。そのうち，各会場の 65 歳以上の高齢者（全 85 名）の結果を以

下に示す。 

【季節による外出頻度の違い】 

高齢者の外出頻度を比較すると，「ほぼ毎日」「週に 4～5 回」が夏

に比べ冬に減少し，「週に 1～2 回」「月に 1～2 回」「ほとんど外出し

ない」が増えており，冬期の外出機会の減少を確認することができ

た（図 2）。 

  

図 2 夏と冬での外出の頻度 

【雪道での転倒不安】 

雪道歩行に対する不安感は，男女共に「歩こう会」群の SE 得点

が高く，「地下歩行空間利用者」群と「転倒予防教室参加者」群は SE

得点がそれほど高くなく，ほぼ同じ傾向が見られた（図 3）。「歩こ

う会」では，冬でもポールを持って歩く“ノルディックウォーク”

など日頃から運動に対する意識の高い人が多く，普段から雪道にも

慣れているため冬期の外出を恐れず，雪道での転倒に対する不安も

少ないと考えられる。 

 

また，「幼少期の外遊び経験の有無」の設問では，女性は，幼少

期の身体活動で「不活発だった」群は「活発だった」群に対して冬

期歩行 SE 得点が低く，「凍結路面」の要因と 5 項目(風・気温・降雪・

積雪・凍結)の要因合計点が低くあったことからも，幼少期の運動経

験が，高齢期の雪道歩行の不安度に関係していることが伺えた。 

【今後の展開】 

 今回の調査では，ノルディックウォークなど冬でも意識的に体を

動かす人のほうが雪道歩行に対する不安感が軽減されることが伺え

た。冬道歩行 SE は数値化して比較できる利点はあるが，分散が大

きく正規分布とならないことからも段階評価のスケールを少ない範

囲すること回答しやすい方法なども考慮する必要がある。日頃から

の運動意識を持ち，身体的活動性を高めていくことで雪道での転倒

リスク軽減に繋がることなどをとりいれた冊子を作成するなど，今

後は高齢者の冬期の外出機会創出に繋がるような普及啓発活動を行

っていきたい。※本研究は，WL 推進協議会が「公益財団法人太陽

生命厚生財団による平成 25 年度研究・調査助成」を受けて実施した。 
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